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子どものための面会・交流サポートプロジェクト 

事前カウンセリング申込用紙 
 
このたびは、Vi-Project にお問い合わせいただきありがとうございます。 

事前カウンセリングにあたりまして、以下のフォームへのご記入をお願いいたします。 

あらかじめ、サポート料金をどなたが支払われるか決めたうえで、お申し込みください。 

  

申込年月日   20  年  月  日       申込者名                  

 

■同居親様について 

お名前
ふ り が な

                      生年月日 19   年   月   日 

 

ご住所 〒   －                                   

 

携帯電話番号              E メールアドレス                

 

お勤め先名称                                      

 

■別居親様について 

お名前
ふ り が な

                      生年月日 19   年   月   日 

 

ご住所 〒   －                                   

 

携帯電話番号              E メールアドレス                

 

お勤め先名称                                      

□お子さんについて 

・お名前
ふ り が な

             男・女  生年月日(西暦)    年  月  日 

 

・お名前             男・女  生年月日(西暦)    年  月  日 

 

・お名前             男・女  生年月日(西暦)    年  月  日 

 

 

●私ども Vi-Project をお知りになられた経緯も含め、申込のきっかけをお聞かせください。 
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●現在の状況は、 
 別居中 ・ 離婚調停中 ・ 離婚裁判中 ・ 離婚成立から約   年経過。 
 

●それぞれの時期をお知らせください(すべて西暦で)。 

・結婚または同居    年  月 ～    年  月 

 ・別居期間       年  月 ～   

・離婚成立       年  月  
 
●離婚・別居の際に、お子さんと別居親様（元配偶者様もしくはご自分）との面会等を 

行なう取り決めはしましたか。 

・ （ はい・いいえ ） 

 ・ 「はい」と答えられた方にお尋ねします。 

取り決めはどのような内容ですか。 
   例）月に１回食事をすると書面にて取り決めた、誕生日のプレゼントを贈ると口頭で約束、など。 

 

 

 

 

●お子さんと別居親様とは、面会もしくは電話やメールなどでの交流をしていますか。 

 ・ （ はい・いいえ ） 

 ・ 「はい」と答えられた方にお尋ねします。 

面会・交流はどのような内容ですか。 
   例）月に１回、非養育親の自宅で会う、時々(不定期)子どもから電話がかかってくる、など。 

 

 

 

 

●あなたは再婚されていますか。                 （ はい・いいえ ） 

●元配偶者様は再婚されていますか。              （ はい・いいえ・知らない ） 

 

●事前カウンセリング実施の希望時間帯をお知らせください。 
  例）平日の夕方、土日の午前中、○時以降など（ご希望に添えない場合もございますのでご了承ください。） 

 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
このたび、ご連絡いただくまでには、元配偶者の方とうまくコミュニケーションがとれない……、ちょっとし

た行き違いで大ゲンカに発展してしまった……、異性関係や借金問題で相手に不信感がある……など、悲しみ

や怒り、不安、孤独、やりきれない思いを抱かれることもあったことと思います。そういった夫婦間での争い

や葛藤に距離をとり、ひと呼吸して、お子さんのために少しでもなにかしてあげたい、と私どもに連絡してく

ださったことに、心から感謝いたします。離れて暮らす親子が交流することを通して、子どもたちがより豊か

に健やかに成長していけるよう、お手伝いしていきたいと思っております。面会に関し、ご家族のこと、お子

さんのことで悩んでいらっしゃること、私どもにお伝えされたいことがありましたら、ご自由にお書きくださ

い。 

 
                            

 
 
 


